
特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

は
、「
教
育
充
実
度
」
の
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
の
重
視
」
や
「
国
際
性
」

の
ス
コ
ア
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
　

　
そ
の
他
に
、
学
生
の
自
主
的
な
課
外

活
動
を
支
援
す
る
「
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
、
G
C
E
の
養
成
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。
学
生
が
チ
ー
ム
を
作

り
、
も
の
づ
く
り
の
企
画
を
提
案
。
審

査
通
過
チ
ー
ム
に
最
大
２
０
０
万
円
の

資
金
を
提
供
し
て
お
り
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ

２
０
１
７
世
界
大
会
優
勝
な
ど
数
多
く

の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
本
学
の
取
り
組
み
や
教
育
・
研
究
に

対
す
る
姿
勢
は
、
九
州
、
西
日
本
で
は

認
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
全
国
、

世
界
と
な
る
と
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

す
。
研
究
や
教
育
の
よ
さ
を
示
す
客
観

的
な
指
標
と
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
も

活
用
し
な
が
ら
、
入
試
説
明
会
、
高
校

訪
問
、
海
外
で
の
留
学
説
明
会
な
ど
を

通
し
て
、
積
極
的
に
認
知
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

　
今
回
の
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

４
分
野
と
も
ス
コ
ア
が
上
昇
し
ま
し

た
。
本
学
の
教
育
活
動
が
前
進
し
、
高

校
教
員
や
企
業
か
ら
も
評
価
さ
れ
た
結

果
と
し
て
、
う
れ
し
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
よ
い
評
価
を
教
職
員
全
員
で
共

有
す
れ
ば
士
気
が
高
ま
り
ま
す
。逆
に
、

悪
い
評
価
は
、
社
会
的
関
心
と
本
学
の

活
動
と
の
間
に
開
き
が
生
じ
て
い
る
と

受
け
止
め
、
対
処
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
１
９
０
９
年
に
開
学
し
た
技

術
者
養
成
を
旨
と
す
る
明
治
専
門
学
校

を
前
身
と
し
、
各
時
代
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
技
術
者
が
活
躍
で
き
る
の
か

を
考
え
、
教
育
の
あ
り
方
を
変
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、専
門
性
に
加
え
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
不
可
欠
で

す
。
そ
こ
で
協
働
性
、
受
容
力
、
発
言

力
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

技
術
者
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー（
G
C
E
：Global Com

petency 
for Engineer

　
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）

を
養
成
す
る
教
育
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発

と
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
G
C
E
の
教
育
活
動
に
は
、「
海
外

学
習
体
験
（Study abroad

）」「
海

外
就
業
体
験
（W

ork abroad

）」「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
養
教
育
」「
語
学
教
育
」「
留

学
生
と
の
協
働
学
習
」
の
５
つ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
「
海
外
学
習
体
験
」

に
つ
い
て
は
、
６
１
５
人
の
学
生
が
２

０
１
７
年
度
に
は
参
加
。
２
０
１
２
年

度
と
比
べ
る
と
５
倍
以
上
の
数
で
す
。

一
方
、「
海
外
就
業
体
験
」
に
は
年
間

30
人
程
度
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
海
外
へ
の
学
生
の
派
遣
で

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
あ
る
海
外
教
育
研

究
拠
点
（

　＊1
M
S
S
C
）
を
有
効
活
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
２
０
１
３
年
に

マ
レ
ー
シ
ア
プ
ト
ラ
大
学
と
共
同
で
設

置
し
た
も
の
で
、
国
立
大
学
で
は
本
学

が
初
の
試
み
で
す
。
海
外
学
生
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
拠
点
や
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先
企
業
の
開
拓

拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
留
学
生
と
の
協
働
学
習
」

の
一
つ
に
、
衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
、ガ
ー
ナ
、

モ
ン
ゴ
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
で
各
国
１
基
、
全
５
基
の
超

小
型
人
工
衛
星
を
共
同
開
発
す
る
国
際

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
本
学
大
学
院
宇

宙
工
学
国
際
コ
ー
ス
に
在
籍
す
る
各
国

の
学
生
が
中
心
と
な
り
、
教
員
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
開
発
に
取
り
組

み
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
、「

　＊2
G
E
D
C

エ
ア
バ
ス
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー

ド
２
０
１
７
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
国
際
的
多

様
性
が
増
す
こ
と
へ
の
本
学
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

九
州
工
業
大
学

取材・文／児山雄介　撮影／福山哲

おいえゆうじ●1978年京都大学工学部数理工学
科卒業。1987年同大学大学院にて工学博士号取
得。日本電装㈱（現㈱デンソー）、佐世保工業高等専
門学校電気工学科助教授などを経て、九州工業大学
へ。情報工学研究院長、理事・副学長などを歴任し、
2016年4月より現職。専門は情報ネットワーク工学。

　九州工業大学では学部学生の約６割が大学院に進学することから、
2012年度入学生を対象に、６年一貫（学部４年＋大学院２年）の教育
プログラム「グローバル・エンジニア養成コース」を新設。当初から６年を
一括りとすることで、より体系的でシームレスな学びが実現でき、高度な
GCE（右図）の獲得につながると期待されている。
　英語能力試験のスコアがコース修了の要件で、海外留学を含めた国
際協働演習は必修。海外派遣プログラムは、異文化理解の海外留学と
いった学部低学年向けのものから、海外インターンシップや海外研究室
への中長期留学など、より実践的なものまで準備されている。

学長尾家祐二

６年一貫の教育プログラムにより
さらに多様なグローバル経験を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
技
術
者
を
養
成▶産学連携教育審議会を設置。委員である大手企業の人事担当

や取締役から、社会で求められる人材について情報収集
▶世界トップレベルの研究実績を生み出す可能性のある６つの研
究分野を重点プロジェクトに集約し、その研究成果を教育力に還元

▶海外大学との共同研究を支援する国際ジョイントリサーチプログ
ラムを2016年度に開始。研究の活発化により良質な論文を増やす
▶2015年度に企業との共同研究講座を設置。企業から資金提供
を受けるとともに研究者を大学に受け入れ、教員と共同研究を行う

▶グローバル・エンジニアに必要な力として「ＧＣＥ」を定め、育成
▶課外活動「学生プロジェクト」を支援。主体的に課題を発見・解決
する力を育成
▶全学部・学科でJABEE認定を獲得し技術者教育の質保証を行う

▶マレーシアプトラ大学と共同で海外教育研究拠点を設置。そこを起点に海
外インターンシップ受け入れ先企業の開拓や海外の大学との連携強化を推進
▶ダブルディグリープログラムやエラスムス・プラス＊3を活用した、留
学生の受け入れ、送り出し

異
文
化
交
流
や
汎
用
的
ス
キ
ル
を
重
視
し
た
工
学
教
育
が

企
業
、高
校
教
員
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
九
州
工
業
大
学
。

「
教
育
充
実
度
」や「
教
育
成
果
」の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

教育
リソース

国際性

分野 重点度 取り組み 指標

教育
充実度

教育成果

▶学長企画室に評価担当を置き、
　データの分析および、執行部、広報、入試等各部署への情報共有を行う　　　
▶データの入力は評価担当、IR担当が行う

取り組み体制

教育リソース

教育
充実度

教育成果

国際性

時
代
の
要
請
に
応
え
新
た
な
教
育
を
提
供

学生数／5653人　学部／工、情報工
大学院／工学、情報工学、生命体工学
●THE世界大学ランキング2018／801-1000位
●同アジア大学ランキング2018／251-300位
●同世界大学ランキング日本版2017／=28位

注
目
！

57.7

54.6

64.7

88.0

教育リソース
教育充実度
教育成果
国際性

その他指標

57.7

88.0

64.7

54.6

＝67位

36位

29位

70位

外国人学生比率／4.6％

日本人学生の留学比率／9.0％

外国語で行われている講座の比率／2.2％

海外の大学との大学間交流協定数／98件

総合 66.3 24位

2018 5-621 2018 5-6 20
＊3　ＥＵ域内留学を支援する資金助成プログラム。

留
学
者
数
が
５
年
で
５
倍

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
急
展
開

地
域
で
確
立
し
た
評
価
を

国
内
外
に
広
め
る
た
め
に

語学教育

GCE

GCEを構成する
５つの能力

（Global Competency for Engineer） 

グローバル
教養教育

Study
Abroad

Work
Abroad

留学生との
協働学習

1.多様な文化の受容
2.コミュニケーション力
3.自律的学習力
4.課題発見・解決力
5.デザイン力

分 野 スコア 順位

▶共同研究および受託研究
の受け入れ額（教員一人あた
り）を20％程度増
▶国際共著論文数10％程度増

▶産業界との協働による教
育プログラムを５つ以上開設

▶大学院進学者のうち、グロー
バル・エンジニア養成コース受講
者60％以上
▶高次のアクティブ・ラーニング
科目20科目程度

▶海外学位取得者・外国出身者・
海外教育研究経験者比率20％
▶海外インターンシップ等参加学
生数の大学院修了者数に占める
割合80％以上

＊１　Malaysia Super Satellite Campusの略。
＊2　Global Engineering Deans Councilの略。エンジニアリング教育の大手国際組織。

THE世界大学ランキング日本版2018の結果


